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第 1 章「対立を超えて（14 節）」 
    含：姜尚中氏との対談「日韓関係の未来像を語る」 
第 2 章「世界はどこを目指す（4 節）」 
第 3 章「後退に抗する（5 節）」 
 
日韓首脳会談は平成 24 年 5 月以来、約 3 年半ぶりに開催されたが、本書はこの間に起きた事象を
題材とした、インターネット時代を象徴するような、きわめて時事的な評論となっている。各節は、
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日付が打たれていて、それぞれの同時性がナッセントステートでの記述であり、この評論の迫力を
増している。 
第 1 章における両国の理解や誤解、歴史のパラメータによる印象の違いが指摘され、その事象の
解釈をどのようにとらえると、考えやすいかという例を挙げて明晰に述べられている。第 2 章では、
取りまく国際社会の状況に目を移し、ご専門のテロリズムについて、感覚的でない論理的な定義を
追求することが喫緊の課題であると警鐘を鳴らしている。この章については、私が中高生の頃、社
会科の教員への、中東の歴史的経緯と現状の問題に関する質問に対して、あいまいな回答ばかりで
満足を得られなかった記憶があるが、現状もはや目を背けられない身近な問題になっていることは、
言うまでもない。最後に第 3 章であるが、大学教員にとっては、耳の痛い話題ではある。著者は、
その主張のいたるところで学問に対する深い尊敬と畏敬の念を示している。もちろん、われわれの
世代も共有している信条であるが、現在のわが国の大学の在り方を顧みると、この問題も看過でき
ないことは言うまでもない。数学者岡潔先生や小平邦彦先生が、その著書で再三警鐘を鳴らされて
きたが、初等中等教育の在り方とも合わせて、わが国の再生のために真剣に取り組んでいかなけれ
ばならない課題であろう。 
 
本書等には、これら両国間の様々な問題を扱うというほかに、ちゃんと相手の話を正しく聞き、
正確な言葉で相手と話し向き合うという立場や、リテラシーとしての情報の扱いについても多くの
ヒントがちりばめられている。グローバル教育、それはこれから外に出てゆく若者を励ます意味で
も、外からわが国に入ってくる人々を思いやる意味でも、その意味を教育が担わなければならない
使命であると考えている。それらの初等中等教育の指導的立場にある先生方に強く推薦したい本書
「柔らかな海峡」を含めた三冊である。 
 
また、隣国でも山ざくらが匂いを放つということを、忘れてはいけない。 
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